
令和４年度  横川中学校 学校評価書 

 

１ 教育目標（目指す生徒像含む） 

（１）基本目標 

『豊かな心をもち 未来を切り拓く力を身に付けた生徒の育成』 

～社会で「自立と貢献」ができる人づくりを目指して～ 

（２）具体目標 

豊かな心をもち 思いやりのある生徒（徳） 主体的に考え 粘り強く学ぶ生徒（知） 
気力にあふれ たくましい生徒（体）        精神的に自立し 他と協働できる生徒（社会性）  

（３）生徒指標 
   「強く 聡く 美しく」 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

・「知・徳・体」の育成をバランスよく展開することにより，豊かな心を基盤にしながら，確かな学力や自ら学び考え行動する

力，健康な心身などの「生きる力」を育成する。併せて，今後ますます必要とされる社会性の育成についても推進する。 

・正しい生徒理解や明確な方針に基づいた教育活動を展開することにより，人間尊重の精神を基盤として，生徒の多様な資質や

個性を伸長し，自他を尊重し健全な社会生活を営むことのできる人間の育成を図る。 

・教職員としての使命を自覚し，自ら研鑽に努め，業務の適正化を図りながら協働した教育実践をしていくことで，保護者や地

域との連携を深め，一層信頼される学校づくりを推進する。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1) 学業指導の充実による，生徒一人一人の将来の自己実現に向けた基盤づくりの推進 
(2) 「確かな学力」を確実に身に付けるための学習指導の推進 
(3)〇豊かな人間性，主体的に生きる力を育む教育の推進 
(4)〇認め，褒めて伸ばす指導による自己肯定感・自己有用感を高める教育の推進 
(5)〇言語環境の整備と人権尊重の教育の推進 
(6) 特別な支援を必要とする生徒のための指導・支援体制の整備及び個に応じた指導・支援の推進 
(7) 専門性や指導力の向上を目指し，相互に学び合い，業務の効率化を図りながら，教育課題に協働して取り組む教職

員集団の構築 
(8)〇小学校，家庭，地域との連携による信頼される学校づくり 
(9) 質の高い教育の提供と生徒と向き合う時間の確保に向けた，全教職員による働き方改革の推進 

  

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

次の５つの視点を踏まえ，地域とともにある学校づくりを推進していくための教育課程を編成する。 

(1)「社会に開かれた教育課程」の理念を踏まえたカリキュラム・マネジメントの充実 

(2)教科・領域における地域の教育資源の活用や連携による「主体的・対話的で深い学び」の充実 

(3)地域学校園内の小学校との連携・協力による，小中一貫教育の一層の充実 

(4)保護者や地域住民等への情報発信及び家庭や地域との連携・協働の推進 

(5)行事や業務の見直しと精選による働き方改革の推進 

 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

【 学 校 運 営 】 

〇生徒一人一人のよさや強みを認め，「褒めて伸ばす」指導の充実 
【 学 習 指 導 】 

〇｢分かる授業｣の展開及び家庭学習の確立による基礎・基本の定着と，「主体的・対話的で深い学びの充実」による
思考力，判断力，表現力，学びに向かう力の育成 

【 児 童 生 徒 指 導】 

○「心のたくましさ」を育てる積極的な生徒指導 
○児童生徒の健全育成を目指して―いじめゼロ・あいさつ・時間・言葉づかい―(共通スローガン)  
～「挑戦する」「我慢する」「あきらめない」「自信を持つ」生徒を育てるための指導の充実～ 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

○自他の命を大切にし，安全・健康・体力の向上に取り組む生徒の育成 

[横川地域学校園教育ビジョン] 

豊かな心の育成を目指す 横川地域学校園の小中一貫教育 

 ～自分・人・地域を大切にする子どもの育成を目指して～ 

 

 

 

  

別紙２ 



 

６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 
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Ａ１ 生徒は，進んで学習に取

り組んでいる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

・基礎・基本の定着のため、授業でＴＴや習熟度別学習

を行うなど、生徒一人一人に個別に対応できる学習指

導の体制を整える。 

・放課後学習相談も継続して実施する。 

・「見せ合い授業」等を通して、生徒の興味関心を高め

る教材を工夫する。 

・言語活動の充実を図る活動を取り入れる。 

・思考力・判断力・表現力を高める学習活動の改善を図

る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ２ 生徒は，思いやりの心を

もっている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

・ものを大切にしたり、エコを心がけたりすることは思

いやりの延長であるので、道徳の授業や学級活動にお

いて、様々な場面で思いやりを意識した授業展開を計

画実施する。 

・SDGｓを宇都宮学内で学ぶ際、思いやりの対象が多

様にあることを知らせるため、内容の計画・実施をす

る。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ３ 生徒は，きまりやマナー

を守って，生活をしている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

 

・生徒手帳に記載されている「学校生活のきまり」を意

識して生活させる。特に，朝の登校や授業前など余裕を

持って時間を守る意識の徹底を図る。  

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ａ４ 生徒は，時と場に応じた

あいさつをしている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

 

・あいさつだけでなく，学校生活のあらゆる場面で，適

切な言葉遣いや，声の大きさ，等の判断ができるように

指導助言していく。  

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ５ 生徒は，目標に向かって

あきらめずに，粘り強く取

り組んでいる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

 

・自分の個性を理解し、将来の目標を段階的に計画させ

る。その達成に向けて粘り強く努力するようにきめ細

やかな指導を丁寧に行っていく。 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ６ 生徒は，健康や安全に気

を付けて生活している。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

 

・保健体育の授業を中心に、学校教育活動全体で、生徒

が主体的に取り組めるよう、保健主事や養護教諭と連

携を図りながら指導していく。  

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ７ 生徒は，夢や目標をもっ

て，社会に貢献できるよう

努力している。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

 

・発達段階に応じたキャリア教育を実践することによ

り、生徒の良さを認めながら他者と協働して社会に参

画するように指導助言していく。 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ａ８ 生徒は，英語を使ってコ

ミュニケーションしてい

る。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

 

・小学校との連携を深め、外国語の授業を中心に言語活

動の充実を図り、コミュニケーション能力を高める指

導を行っていく。 

・ＴＴの時間やＡＬＴとの授業の時間に、効果的な活動

を取り入れる。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ９ 生徒は，宇都宮の良さを

知っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

・総合的な学習の時間の宇都宮学の授業や地域のボラ

ンティア活動を通して、宇都宮の良さを感じられる体

験ができるような指導を工夫していく。 

・宇都宮学を活用し、宇都宮の良さを感じられるように

指導を続けるとともに、学習の様子を保護者へ情報発

信していく。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ10 生徒は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

・教科ごとに計画的に図書室を利用した授業を行う。 

・各教科の学習や総合的な学習の時間に、ＩＣＴ機器及

び図書を効果的に利用した活動をする。また、教員同士

で実践例を積み上げ、情報共有を図ることで、ＩＣＴ機

器の積極的な利用を促進する。 

・GIGA スクール構想による生徒のタブレット活用を

促進する指導を行っていく。 

・AIドリルの活用を促進する。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ11 生徒は，高齢者に対する

感謝やいたわりの心をもっ

ている。          

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

 

・新型コロナ感染状況に応じて、１年時の高齢者施設訪

問や地域学校園内のボランティア活動等を通じて、心

の育成に努める。 

 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ12 生徒は，「持続可能な社

会」について，関心をもって

いる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

 

・各教科領域等で「持続可能な社会」について考える機

会を設けるように努める。 

・各種委員会で、SDGsに関連した目標をたて、生徒の

意識を高める。 

・生徒だけでなく、教員側の知識と関心を高める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

 

校 

 

の 

 

姿 

Ａ13 教職員は，特別な支援を

必要とする生徒の実態に応

じて，適切な支援をしてい

る。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答80%以上 

・生徒指導部会・支援部会をそれぞれ週１回開催し、情

報交換を行い、SC のアドバイスを受けるなどして、必

要に応じて個別対応の話合も行う。部会で出た内容に

ついては、学年ごとに共通理解を図る。 

・病院や相談機関など、校外の機関との情報交換を積極

的に行うことで、幅広いニーズに対応した支援を行う。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ14 教職員は，いじめが許さ

れない行為であることを指

導している。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

・いじめの未然防止，早期発見および早期対応のため

に，月1回程度のアンケートを実施する。 

・教職員の人権感覚を磨き，学校生活のすべての場面に

おいて，いじめが許されない行為であることを生徒に

指導していく。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ15 教職員は，不登校を生ま

ない学級経営を行ってい

る。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答80%以上 

・生活ノート（ダイヤリー）を有効に活用し、生徒の悩

みや不安に速やかに対応できるようにする。 

・不登校の生徒には、タブレットを用いて、リモートの

学習や連絡のやり取りを行うなど、少しずつ登校意欲

を高めていく活動をする。 

 

 

【【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ａ16 教職員は，外国人児童生

徒等の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答80%以上 

・生徒だけでなく保護者に対しても、支援を充実させら

れるよう、必要に応じて外部機関に助言等を求める。 

・日本語が話せない生徒がいる場合は、日本語指導のた

めの部屋の準備や日本語指導員の要請を行う。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ17 学校は，活気があり，明る

くいきいきとした雰囲気で

ある。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

・これまでの取り組みを継続し、学校行事で生徒会や学

級委員長が中心となり、生徒が主体的に活動できる環

境を整え、リーダーの育成に力を入れる。 

・生徒の活動を HP や各種便りを活用して保護者へ情

報発信していく。 

 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ18 教職員は，分かる授業や

生徒にきめ細かな指導を行

い，学力向上を図っている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

・言語活動の充実を目指し、「見せ合い授業」や授業研

究会を通して、各教科で課題を明確にし、分かりやす

く、楽しい授業の展開に努める。 

・各授業でＴＴや習熟度別学習、放課後学習相談を行う

など、生徒一人一人に個別対応のできる学習指導の体

制を整えていく。また、ＩＣＴ機器を活用した授業実践

例を、教科横断的に積み上げていく。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ19 学校に関わる職員全員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答80%以上 

・学校経営方針や重点目標を、全教職員が意識し、個々

の力を適切に発揮しながら業務に取り組み、生徒や学

校業務に関する情報を共有し、問題点の把握や改善に

努める。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ20 学校は，教職員の勤務時

間を意識して，業務の効率

化に取り組んでいる。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答80%以上 

・業務内容を精選し、勤務時間を意識しながら業務にあ

たる。 

・教科間、学年間で教材や資料の共有をより多くの職員

で行い、各業務の効率化を図る。 

・コロナ禍により見えてきた行事の有用性、部活動の在

り方の見直し、といったことを考え、放課後の時間を生

み出す工夫を積極的に行っていく。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ21 学校は，「小中一貫教育・

地域学校園」の取組を行っ

ている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答80%以上 

・「小中交流あいさつ運動」、「乗り入れ授業」などを通

して、教師や児童・生徒同士の連携を図っていく。 

・要請訪問や校内授業研究会への参加を通して、小・中

間の授業の様子に関する情報交換及び授業力向上を目

指していく。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ22 学校は，地域の教育力を

生かした特色ある教育活動

を展開している。 

【数値指標】 

保護者地域平均の肯定的回答

80%以上 

・魅力ある学校づくり地域協議会と連携し、活動の充実

を図る。 

・保護者に、活動の協力や活動後の報告を行い、普及に

努める。 

・学校周辺にある歴史的遺産（古墳など）の探索や外部

の専門家等を招いての講演会などをひらいて生徒の興

味関心を図る。 

・地域の河川清掃活動など、地域の環境美化ボランティ

ア活動に参加し郷土愛の向上を図る。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 



Ａ23 学校は，家庭・地域・企業

等と連携・協力して，よりよ

い生徒の育成に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

保護者の肯定的回答80%以上 

 

・学級懇談、オープンスクールや三者懇談を通して、家

庭と生徒理解を深め、生徒のよさを認め、伸ばせるよう

協力し合える関係を築く。 

・ボランティア活動を通して、地域と交流を図る。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ24 学校は，利用する人の安

全に配慮した環境づくりに

努めている。 

【数値指標】 

教職員の肯定的回答80%以上 

 

・学校安全点検をしっかりと行い、修繕すべきところは

素早く対応していく。 

・防災訓練等を定期的に行い、安全に関する知識を身に

付けさせる。 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ａ25 学校は，学習に必要なＩ

ＣＴ機器や図書等を整えて

いる。  

【数値指標】 

教職員の肯定的回答80%以上 

・タブレットが生徒一人一人に導入されることを受け、

各教科主任を中心として、それらを有効活用した授業

実践を行えるようにする。 

・各教科で必要な図書の充実を図り、授業に有効活用す

る。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ１ 生徒は，自分のよいとこ

ろを理解している。 

【数値目標】 

生徒の肯定的回答80％以上 

・学校生活の中で，互いの長所を見つけ，認め合う活動

や内容を意図的に取り入れ，自他の良いところに目を

向けたコミュニケーション能力が身につくよう指導し

ていく。 

・学校生活における生徒の頑張りを積極的に称賛し，タ

イミングよく褒める。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ｂ２ 生徒は，主体的かつ継続

的に家庭学習に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80％以上 

 

・自主学習ノートの内容が学年に応じているかの確認

を行う。全学年共通して、自主学習の手引きを利用し

て、自主学習の状況を適宜確認する。 

・参考になる自主学習ノートの紹介を行うなど、個に合

った自主学習ノートの内容について指導する。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ｂ３ 生徒は，読書の時間に進

んで読書を行い，図書室を

利用して読書に親しんでい

る。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80％以上 

・朝の読書を毎日実施し、読書の習慣づけを図る。 

・読書週間を設け、全校朗読放送や図書のクラス貸出、

お話給食の実施などを行い、読書の啓発を推進する。 

・図書だよりを通じて、家庭での読書のすすめを呼びか

ける。 

・１年時に図書室の利用のガイダンスを行う時間を利

用し、じっくり図書を選ぶ時間をとったり、貸し出しの

機会を増やしたりするなど、一人一人が図書に係わる

ような指導を増やす。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

Ｂ４ 教職員は，生徒の長所や

得意なことなどを認め，ほ

めている。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

・授業や行事だけでなく、係活動や当番活動等で気が付

いたことは積極的にその活動を評価する。行事におい

ては、中心生徒だけでなく、集団の努力も認める。 

・学校行事や学年行事、学級活動等活動ごとに個人目標

を設定させて、自己肯定感を高める工夫を行う。 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

 

 



Ｂ５ 教職員は，定期的に交   

通指導や登校指導を行い，

交通事故防止に努めてい

る。 

【数値指標】 

生徒の肯定的回答80%以上 

 

・交通ルールやマナーの遵守および安全な登下校のた

め，全教職員が，登校指導や下校指導，日々の交通指導

に力を入れていく。 

・学級での指導を基本とし，家庭や地域の協力も得て，

安全な自転車の乗り方やマナー意識の高揚に努める。 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 

７ 学校関係者評価 

 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

 

 


